
平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

Ⅰ　世帯の状況

（変更）

（Ⅰ質問１）（Ⅰ補問１－１）

　質問、補問の調査事項名は削
除し、設問を変更する。

（質問１）補問１－１の記入対象
がわかりやすいように「１人（単独
世帯）の場合～」の説明は枠の
外に記載し、下線で示して誘導
する。

（補問１－１）記入者がわかりや
すいように事項ごとに枠を分割す
る。

（変更）

（Ⅰ質問２）

　質問の調査事項名は削除し、
設問を変更する。

　世帯に同居していない者の人
数を把握するため各選択肢に人
数の記入欄を設ける。

　選択肢「5」の区分名について
は、（　）書きの内容がわかりやす
いように、「病院に長期入院して
いる」の直後に変更する。

　本質問の1～5の該当者は調査
対象外である旨の注意書きを追
加する

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

質問1　世帯員数

　

人

質問1-1　単独世帯の状況

　あてはまる番号に○をつけてください。

（単身赴任か否か）

1　住み込み、寄宿舎等に居住する単独世帯 1　単身赴任者である

2　その他の単独世帯 2　単身赴任者でない

　ふだん一緒にお住まいで、生計を共にされている方(世帯員)は、あなたを含めて何人ですか。
　（一時的に不在の方を含みます。）

世帯員数が１人（単独世帯）である場合は、次の質問にもお答えください。

質問2　同居していない方の状況

　単身赴任などで同居していない方がいる場合は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。

単身赴任で世帯を離れている者がいる

学業のため世帯を離れている者がいる

老人福祉施設に入所している者がいる

社会福祉施設（老人福祉施設を除く。）に入所している者がいる

病院に長期入院している者がいる
（住民登録も病院に移している場合のみ）

1から5の者はいない

1

6

2

4

5

3

質問1

人

補問1-1 １人（単独世帯）の方の場合は、その状況についてお答えください。

【単独世帯の状況】 【単身赴任か否か】

1　 1　単身赴任者である

2　その他の単独世帯 2　単身赴任者でない

　１人（単独世帯）の場合は、補問1-1にもお答えください。

住み込み、寄宿舎等に居住する単独世帯

　ふだん一緒にお住まいで、生計を共にされている方(世帯員)は、あなたを含めて何人ですか。
（一時的に不在の方を含みます。）

質問2

単身赴任で世帯を離れている者がいる

1～ 5の者はいない

3

　単身赴任などで同居していない方の有無について、あてはまるすべての番号に○をつけ、
それぞれの人数を記入してください。

6

2

4

5

老人福祉施設に入所している者がいる

1

社会福祉施設(老人福祉施設を除く。)に入所している者がいる

病院に長期入院している(住民登録を病院に移している。)者がいる

学業のため世帯を離れている者がいる

　
人

人

人

人

人
※ 1～5に該当
する方は、この
調査の世帯員と
はなりませんの
で、質問1の人数
には含めないで
ください。
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅰ質問３）

　質問の調査事項名は削除し、
設問を変更する。

　記入者がわかりやすいように事
項ごとに枠を分割する。

（変更）

（Ⅰ質問４）

　質問の調査事項名は削除し、
設問を変更する。

　記入者がわかりやすいように事
項ごとに枠を分割し、床面積の
換算の説明は枠の外に記載す
る。

（変更）

（Ⅰ質問５）

　質問の調査事項名は削除し、
設問を変更する。

　記入者がわかりやすいように、
家計支出の注意書きは枠の外に
記載する。

質問3　住居の種類

持ち家

民間賃貸住宅 一戸建て

社宅・公務員住宅等の給与住宅

都市再生機構・公社等の公営賃貸住宅

借間・その他

　お住まいの住居についてお答えください。

3

4

1

12

5

共同住宅
（マンション、アパート等）

2

質問4　室数及び床面積

〈室 数〉 〈床面積〉

室 . ㎡

　室数について、居住用の部屋数（玄関や風呂等は含めないでください。）を記入してください。
　また、床面積は、玄関や廊下等も含めた住宅全体のおおよその床面積を記入してください。

(換算)
 １坪＝３.３㎡
　 　＝２畳

質問5　平成19年５月中の家計支出総額

　
万円

　５月中の世帯の方全員の支出金額の合計額を記入してください。

右の費用は家計支出
には含めないでくだ
さい。

税金、社会保険料、事業上の支払い(農家における
肥料や農具、商店における商品の仕入れに使った
金等)、貯蓄、借金や住宅ローンなどの返済、掛け
捨て型以外の生命保険料・損害保険料

質問3 　お住まいの住居の種類と建て方についてお答えください。

【住居の種類】 【建て方】

持ち家

民間賃貸住宅

借間・その他

都市再生機構・公社等の公営賃貸住宅

1

2

5

共同住宅
（マンション、アパート等）

2

4

3 社宅・公務員住宅等の給与住宅

1 一戸建て

質問4

.室 ㎡

 ※　床面積の換算
　　　１坪＝３.３㎡
　　　２畳＝３.３㎡

【室 数】

　お住まいの住居の室数について、居住用の部屋数（玄関や風呂等は含めないでください。）を
記入してください。
　また、床面積は、玄関や廊下等も含めた住宅全体のおおよその床面積を記入してください。

【床面積】

質問5 　５月中の家計支出総額（世帯の方全員の支出金額の合計額）を記入してください。

万円

 ※　以下の費用は家計支出には含めないでください。

税金、社会保険料、事業上の支払い(農家における肥料
や農具、商店における商品の仕入れに使った金等)、貯
蓄、借金や住宅ローンなどの返済、掛け捨て型以外の
生命保険料・損害保険料
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅰ補問５－１）

　補問の調査事項名は削除し、
設問を変更する。

　記入者がわかりやすいように、
育児にかかった費用の注意書き
は枠の外に記載する。

（変更）

（Ⅰ補問５－２）

　補問の調査事項名は削除し、
設問を変更する。

　別居している親（子）がいる場
合といない場合の選択肢がわか
りやすいように「別居している親
（子）へ」を「別居している親がい
る」に変更し、該当の選択肢へ矢
印で誘導する。

　記入者がわかりやすいように事
項ごとに枠を分割する。

質問5-2　仕送りの費用

〈仕送りの有無〉 〈仕送りの目的〉 〈仕送り額〉

仕送りあり 1 入所・入院費

仕送りなし 2 その他 万円
　 別居している親はいない

〈仕送りの有無〉 〈仕送りの目的〉 〈仕送り額〉

仕送りあり 1 学業

仕送りなし 2 その他 万円

別居している子はいない

2

3

別
居
し
て
い
る
親
へ

別
居
し
て
い
る
子
へ

1

2

3

1

　平成19年５月中の家計支出総額のうち、別居している親又は子への仕送りの状況をお答えくだ
さい。仕送りの目的については、あてはまる番号すべてに○をつけてください。

質問5-1　育児にかかった費用

万 千円

　小学校入学前の方がいる場合、平成19年５月中の家計支出総額のうち、育児にかかった金額を
記入してください。

※育児費用とは、ミルク代、離乳食代、医療費、保育料、衣
　服費、おもちゃ代、その他育児にかかった費用のすべてが
　入ります。

補問5-1

万 千円

 ※　育児にかかった費用とは、ミルク代、離乳食代、医療
　 費、保育料、習い事の費用、衣服費、おもちゃ代、その
　 他育児にかかった費用のすべてが入ります。

　小学校入学前の方がいる場合は、５月中の家計支出総額のうち、育児にかかった費
用を記入してください。

補問5-2

別居している親がいる 【仕送りの目的】 【仕送り額】

仕送りあり 1

仕送りなし 2 万円

3

別居している子がいる 【仕送りの目的】 【仕送り額】

仕送りあり 1

仕送りなし 2 万円

3

学 業

その他

1

2

2 その他

　５月中の家計支出総額のうち、別居している親又は子への仕送りの状況をお答えく
ださい。
　仕送りの目的については、あてはまるすべての番号に○をつけてください。

別居している親はいない

別居している子はいない

1 入所・入院費
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

Ⅱ　世帯員の状況

（変更）

（Ⅱ質問１）

　本項目が「最多所得者」につい
ての質問であるということを明確
にするため、「世帯員番号」の文
字を各列の番号横に変更し、誤
記入防止のため、設問を変更す
る。

（変更）

（Ⅱ質問２）

　記入者がわかりやすように「配
偶者については届出の有無に関
係しない」旨の説明を加えた。
（20年調査より）

（変更）

（Ⅱ質問５）

　記入者がわかりやすように「配
偶者については届出の有無に関
係しない」旨の説明を加えた。
（20年調査より）

０１
質問1　最多所得者
　調査日前１年間で所得（年金、仕送り等を含
む）が最も多かった方の世帯員番号に○をつけ
てください。

世帯員番号

世帯主 世帯主の父母

世帯主の配偶者 配偶者の父母

子 祖父母

子の配偶者 兄弟姉妹

孫 その他の親族

孫の配偶者 その他(親族以外)1206

1105

04 10

08

07

03 09

02

01質問2　世帯主との続柄
　世帯主の配偶者（夫又は妻）の祖父母・兄弟
姉妹はそれぞれ「09 祖父母」「10 兄弟姉妹」
に含めます。兄弟姉妹の配偶者は「10 兄弟姉
妹」に含めます。

未婚

死別

離別4

3
1 配偶者あり

2質問5　配偶者(夫又は妻)の有無

（世帯員番号）

01
質問1　最多所得者
　調査日前１年間で所得(年金、仕送り等を含
　む)が最も多かった方１名の世帯員番号に
　○をつけてください。

世帯主 世帯主の父母

世帯主の配偶者 配偶者の父母

子 祖父母

子の配偶者 兄弟姉妹

孫 その他の親族

孫の配偶者 その他(親族以外)1206

05

04 10

08

11

質問2　世帯主との続柄
　世帯主の配偶者(夫又は妻)の祖父母・兄弟姉
　妹はそれぞれ「09 祖父母」「10 兄弟姉妹」
　に含めます。兄弟姉妹の配偶者は「10兄弟姉
　妹」に含めます。
　「配偶者」には、事実上夫婦として生活して
　いるが、婚姻届を提出していない場合も含み
　ます。

07

03 09

02

01

未婚

死別

離別

3

2

4

配偶者あり
質問5　配偶者(夫又は妻)の有無
　「配偶者」には、事実上夫婦として生活している
　が、婚姻届を提出していない場合も含みます。

1
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅱ質問６）

　社会保険庁が運営していた政
府管掌健康保険（政管健保）が、
平成２０年１０月より全国健康保
険協会に移管され、全国健康保
険協会管掌健康保険（協会けん
ぽ）に変更されたことに伴い「政
管健保」を「協会けんぽ」に変更
する。
（21年調査より）

　平成２０年４月より後期高齢者
医療制度が施行されたことに伴
い、「5　長寿医療制度（後期高
齢者医療制度）」を追加する。
（20年調査より）

（変更）

（Ⅱ質問７）

　すべての種類の公的年金を含
めることが記入者にわかりやすい
ように「老齢年金のほか、障害年
金、遺族年金なども含めて」と設
問を変更する。

質問6　医療保険の加入状況  国民健康保険

市町村

組合

 被用者保険(政管健保､組合健保､共済組合等)

加入者本人

家族(被扶養者)

その他

 4

 5

 2

 3

 1　保険証又は組合員証で確認してお答えくださ
い。

質問7　公的年金・恩給の受給状況

基礎年金

基礎年金と厚生年金

基礎年金と共済年金

国民年金 共済年金

福祉年金 恩給

厚生年金 その他

受給していない10

 6  9

 5  8

 4  7

　受給している場合、受給している年金等の番
号すべてに○をつけてください。
　なお、老齢年金のほか、障害年金、遺族年金
も含めてお答えください。

受
給
し
て
い
る

 1

 3

 2

質問6　医療保険の加入状況 国民健康保険 市町村

組合

被用者保険 (協会けんぽ､組合健保､共済組合等)

加入者本人

家族 (被扶養者)

長寿医療制度 (後期高齢者医療制度)

その他

 4

 3

 2

 1
　保険証又は組合員証で確認してお答えくださ
　い。

 6

 5

基礎年金

基礎年金と厚生年金

基礎年金と共済年金

国民年金 共済年金

福祉年金 恩給

厚生年金 その他

 10 受給していない

質問7　公的年金・恩給の受給状況

 6  9

受
給
し
て
い
る

 4  7

 5  8

 1

 3

 2　受給している場合、受給している年金等のす
　べての番号に○をつけてください。
　なお、老齢年金のほか、障害年金、遺族年金
　なども含めてお答えください。
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅱ質問８）

　記入者にわかりやすいように設
問を変更する。

（変更）

（Ⅱ質問９）

　記入者負担を考慮し、15歳未
満の者は本問で質問終了である
ことを明示する。

（変更）

（Ⅱ補問９－１）

　記入者がわかりやすいように設
問を変更する。

質問8　乳幼児(小学校入学前)の保育状況

乳幼児の父母 幼稚園

乳幼児の祖父母 その他

認可保育所

認可外保育施設 4

 2  6

 5　日中に保育をしている方及び乳幼児が通所
・通園している施設の番号すべてに○をつけ
てください。

 1

 3

質問9　手助けや見守りの要否

1 必要としている 2 必要としていない

（裏面の質問10へ）

手助けや見守りを
　手助けや見守りを必要としていますか。

質問9-2  日常生活の自立の状況

 2 屋内での生活はおおむね自立している
が、介助なしには外出できない

 3 屋内での生活は何らかの介助を要し、
日中もベッド上での生活が主体である
が座位を保つ

 4 １日中ベッド上で過ごし、排せつ、食
事、着替において介助を要する

 1 何らかの障害等を有するが、日常生活
はほぼ自立しており独力で外出できる　最もあてはまるもの1つに○をつけてく

ださい。

質問8　乳幼児(小学校入学前)の保育状況 乳幼児の父母 幼稚園

乳幼児の祖父母 その他

認可保育所

認可外保育施設

　日中に保育をしている方及び乳幼児が通所・

　通園している施設のすべての番号に○をつ
　けてください。

 2  6

 1

 4

 3

 5

質問9　手助けや見守りの要否

1 必要としている
　手助けや見守りを必要としていますか。

手助けや見守りを

    裏面の質問10へ。
    15歳未満の方は
    質問終了です。

2 必要としていない

補問9-1  日常生活の自立の状況

　最もあてはまる状況の番号1つに○をつけて
　ください。

１日中ベッド上で過ごし、排せつ、食
事、着替において介助を要する

屋内での生活は何らかの介助を要し、
日中もベッド上での生活が主体である
が座位を保つ

 4

何らかの障害等を有するが、日常生活
はほぼ自立しており独力で外出できる

 2 屋内での生活はおおむね自立している
が、介助なしには外出できない

 3

 1
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅱ補問９－２）

　記入者がわかりやすいように
「自立の状況」の質問番号を加え
る。

（変更）

（Ⅱ補問９－３）

　記入対象が「40歳以上」である
のはこの質問のみであることを明
確にするため、「この質問は40歳
以上の方のみお答えください。」
に変更する。

（変更）

（Ⅱ補問９－４）

　誰の同別居かわかりやすいよう
に選択肢の上に「主に手助けや
見守りをしている方は」を加え、
「1 同居している」場合は世帯員
番号を記入するよう矢印で誘導
する。

質問9-1　要介護認定の有無

（40歳以上の方のみお答えください。）

1　受けている 2　受けていない

要介護認定を

　実際にサービスを受けているかどうかは
問いません。

質問9-5　同別居の状況 同居している 同居していない1
  主に手助けや見守りをしている方が同居
している場合、その方の世帯員番号(最上
段の番号)を記入してください。

2

（世帯員番号）

質問9-3　期間 １月未満 ３～５年未満

１～３月未満 ５～10年未満

３～６月未満 10～20年未満

６月～１年未満 20年以上

１～３年未満

4 9

5

3 8

2 7

1 6
  現在の自立状況になってからの期間をお
答えください。

補問9-3　要介護認定の有無

1　受けている 2　受けていない

この質問は40歳以上の方のみお答えください。
　実際にサービスを受けているかどうかは問い
　ません。

要介護認定を

補問9-4　同別居の状況 主に手助けや見守りをしている方は

同居している 同居していない1 2
　主に手助けや見守りをしている方が同居して
　いる場合は、その方の世帯員番号(最上段
　の番号)を記入してください。 【世帯員番号】

補問9-2　期間 １月未満 ３～５年未満

１～３月未満 ５～10年未満

３～６月未満 10～20年未満

６月～１年未満 20年以上

１～３年未満

7

1 6

　補問9-1で答えた自立の状況になってからの

　期間をお答えください。
4 9

2

3 8

5
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅱ補問９－５）

　記入者がわかりやすいように誰
からみた続柄であるかの旨の説
明を加える。

（変更）

（Ⅱ補問９－６）

　誰の性であるかわかりやすいよ
うに項目名を変更する。

（新規）

（Ⅱ質問１０）

　学歴と所得及び健康状況との
関係を把握するため本項目を追
加する。

（変更）

（Ⅱ質問１１）

　記入者がわかりやすいように
「加入していない」の説明を変更
する。

　公的年金に加入している場合
の選択肢がわかりやすいように
矢印で誘導する。

配偶者 その他の親族

子 事業者(ホームヘルパー等)

子の配偶者 その他(ボランティア・近所

父母 の人など）4

2

1

3

5

6

7

質問9-6　手助けや見守りが必要な方から
　　　 みた続柄

質問10　公的年金の加入状況 公的年金に加入している
1  国民年金第１号被保険者
（自営業者や学生等）

2  国民年金第２号被保険者
(厚生年金・共済年金の加入者)

3  国民年金第３号被保険者
(第２号被保険者の配偶者)

 4　公的年金に加入していない

加入していない
　20歳未満で仕事をしていない方、すでに老齢（退
職）年金を受給している方、受給資格があるが受給
待ちの方などが該当します。

加入している
 20歳以上、60歳未満の方は原則として加入していま
す

質問9-4　性
21 男 女

配偶者 その他の親族

子 事業者(ホームヘルパー等)

子の配偶者 その他(ボランティア・近所

父母   の人など）

5補問9-5　手助けや見守りが必要な方から
　　　　 みた続柄

　手助けや見守りが必要な方ご本人からみた
　続柄をお答えください。 4

2

1

3

6

7

2男1 女補問9-6　手助けや見守りをしている方の性

質問10　教育  1  在学中  1  小学・中学

 2  高校・旧制中

 2  卒業  3  専門学校

 4  短大・高専

 5  大学
 6  大学院

　「在学中」の方はその学校について、「卒業」
　の方は最終卒業学校（中途退学をした方はその
　前の学校）についてお答えください。
　予備校などはここでいう学校には含めません。  3  在学した

    ことがない

質問11　公的年金の加入状況 公的年金に加入している

1  国民年金第１号被保険者
（自営業者や学生等）

2  国民年金第２号被保険者
（厚生年金・共済年金の加入者）

3  国民年金第３号被保険者
（第２号被保険者の配偶者）

 4　公的年金に加入していない

加入していない
20歳未満で仕事をしていない方、すでに老齢年金又

は退職年金を受給している方、受給資格があるが受給待

ちの方などが該当します。

加入している
20歳以上、60歳未満の方は原則として加入しています。
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅱ質問１３）

　記入者がわかりやすいように仕
事をしなかった方についての説
明を加える。

　記入漏れ防止のため、「仕事あ
り」「仕事なし」のそれぞれの選択
肢へ矢印で誘導する。
（平成21年より）

（一部削除及び変更）

（Ⅱ質問１４）

　16年、19年の調査結果により状
況が把握できたため、また、新規
に「質問10　教育」の項目が増え
るため記入者負担を考慮し、「１
日の平均片道通勤時間」を削除
する。

　複数の仕事をした場合の説明
をわかりやすいように変更する。

（変更）

（Ⅱ質問１６）

　日本標準職業分類の第５回改
訂に伴い、本項目を変更する。

　他の調査事項の設問にあわ
せ、設問を変更する。

質問11　平成19年５月中の仕事の状況

 1　主に仕事をしている 　5 通学のみ

 2　主に家事で仕事あり 　6 家事(専業)

 3　主に通学で仕事あり 　7 そ の 他

 4　その他
（質問16へ）

　仕事あり 　　仕事なし
　収入を伴う仕事を少しでもした方は｢仕事あり｣
としてください。
　無給で自家営業の手伝いをした場合や、育児や
介護のため、一時的に仕事を休んでいる場合も
「仕事あり」とします。
　なお、ＰＴＡ役員やボランティアなど無報酬の
活動は「仕事なし」とします｡

 質問12　１週間の就業日数等　
【就業日数】
　１週間の仕事をした日数 日

【就業時間】
時間

分

　１週間の残業も含めた
　総時間

【１日の平均の片道
　通勤時間】

　５月21日(月)～27日(日)の１週間に実際に
仕事をした日数と時間の合計をお答えくださ
い。また、１日の平均の片道通勤時間をお答
えください。

　なお、複数の仕事をした場合は、それらを
含めお答えください。

質問14　仕事の内容（職業分類）  01 専門的・技術的 07 農業作業者
    職業従事者 08 林業作業者

 02 管理的職業従事者 09 漁業作業者

 03 事務従事者 10 運輸・通信従事者

 04 販売従事者 11 生産工程・労務作業者

 05 サービス職業 12 分類不能の職業
   従事者
 06 保安職業従事者

　主な仕事について、あてはまるもの１つに
○をつけてください。

質問13　５月中の仕事の状況

 1　主に仕事をしている  5　通学のみ

 2　主に家事で仕事あり  6  家事(専業)

 3　主に通学で仕事あり  7　そ の 他

 4　その他

　収入を伴う仕事を少しでもした方は「仕事あ
　り」、まったく仕事をしなかった方は「仕事
　なし」の中からお答えください。
　無給で自家営業の手伝いをした場合や、育児や介
　護のため、一時的に仕事を休んでいる場合も「仕
　事あり」とします。
　なお、ＰＴＡ役員やボランティアなど無報酬の活
　動は「仕事なし」とします｡

　　仕事なし　仕事あり

（質問18へ）

【就業日数】
　１週間の仕事をした日数 日

【就業時間】
時間

質問14　１週間の就業日数等

　５月24日(月)～30日(日)の１週間に実際に仕事
　をした日数と時間の合計をお答えください。
　なお、複数の仕事をした場合は、すべての合計
　をお答えください。

　１週間の残業も含めた
　総時間

質問16　仕事の内容（職業分類）  01 管理的職業従事者 07 農林漁業従事者

 02 専門的・技術的 08 生産工程従事者
　主な仕事について、お答えください。     　職業従事者 09 輸送・機械運転従事者

 03 事務従事者 10 建設・採掘従事者

 04 販売従事者 11 運搬・清掃・包装等

 05 サービス職業 　  従事者

    　従事者 12 分類不能の職業
 06 保安職業従事者
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（変更）

（Ⅱ質問１７）

　記入者がわかりやすいように、
設問を加え、５～７の場合の誘導
の説明を吹き出しにする。

（変更）

（補問１８－１）

　記入者がわかりやすいように、
現在仕事を探していない方も記
入対象である旨の説明を加え、
設問を変更する。

（変更）

（Ⅱ補問１８－３）（Ⅱ補問１８－４）

　記入者がわかりやすいように、
設問を変更する。

正規の職員・従業員

パート・アルバイト
　主なもの１つに○をつけてください。 労働者派遣事業所の派遣社員

契約社員・嘱託

自営

その他

2

6

1

4

5

3

質問16-1　どのような形で仕事をしたいと
　　　　思いますか

　仕事につけない理由

 1 出産・育児のため

 1　探している  2 介護・看護のため

 3 健康に自信がない

 2　探していない  4 その他

質問16-4　仕事につけ
ない理由

質問16-3　仕事を
探していますか 　仕事を

　現在採用結果を
待っている方も探
しているに○をつ
けてください。

　あてはまる番号すべ
てに○をつけてくださ
い。

自営業主(雇人あり)

自営業主(雇人なし)

家族従業者(自家営業の手伝い)

会社・団体等の役員

一般常雇者(契約期間が１年以上

　　　　　 又は雇用期間の定め　　　

　　　　　 のない者）

１月以上１年未満の契約の雇用者

日々又は１月未満の契約の雇用者

内    職

そ の 他

（質問17へ）

9

6

7

8

5

1

2

4

3　5,6,7 を選んだ方は下の質問15-1,15-2を
お答えください。

質問15　勤めか自営かの別
自 営 業 主（雇人あり）
自 営 業 主（雇人なし）

　主な仕事について、お答えください。 家族従業者（自家営業の手伝い）
会社・団体等の役員

一般常雇者（契約期間が１年以上又は
　　　　　 　雇用期間の定めのない者）　　

１月以上１年未満の契約の雇用者

日々又は１月未満の契約の雇用者

内     職
そ の 他

5

質問17　勤めか自営かの別
2

8

6

7

9 （質問終了です。)

4
3

1

5,6,7 と答えた方は下の補問17-1,17-2をお答

えください。

正規の職員・従業員

パート・アルバイト

労働者派遣事業所の派遣社員

契約社員・嘱託

自営

その他6

1

4

5

3　最もしたいと思う仕事の形の番号１つに
　○をつけてください。現在仕事を探してい
　ない方でも、仕事につくとしたらどのよう
　な形で仕事をしたいかをお答えください。

補問18-1　どのような形で仕事をしたい
　　　　　と思いますか 2

【仕事につけない理由】
 1　出産・育児のため

 1　探している  2　介護・看護のため

 2　探していない  3　健康に自信がない

 4　その他

　仕事を
　現在採用結果を待っ
　ている方も「探してい
　る」に○をつけてくだ
　さい。

補問18-3　仕事を探
　　　していますか

　あてはまるすべて
　の番号に○をつけ
　てください。

補問18-4　仕事につ
　　　　けない理由
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（世帯票）　新旧対照表（案）

（削除）

　世帯員ごとに別居している子の
人数を把握してきたが、様々な
家族関係がある中、詳細な家族
関係が把握できていない状態で
家族機能を人数で判断すること
は困難であるため本項目を削除
する。

質問17-1　別居している子の人数 【人数】

人 （質問終了です。）
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平成２２年国民生活基礎調査（健康票）　新旧対照表（案）

平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

（変更）
・

（変更） ・

・

（変更）

・

（変更）

・

調査事項であることを明
確にするため、問番号と
設問を追加した。
また、記載しやすいよう
年月に枠を設けた。

「疾病、傷害及び死因分
類（2003年版）」準拠に
伴い変更した。

「疾病、傷害及び死因分
類（2003年版）」準拠に
伴い変更した。

高齢者に配慮し文字を大
きくするとともに、ふり
がなを削除した。（以後
すべての設問）

調査時点が明確になるよ
う記載を追加した。

36 尿が出にくい・排尿時痛い

37 頻尿(尿の出る回数が多い)

38 尿失禁(尿がもれる)

39 月経不順・月経痛

尿
路
性
器
系

補問2－1　それは、どのような症状ですか。あてはまるすべての症状名の番号に○をつけてください。

　　　　　その中で最も気になる症状名の番号を番号記入欄に記入してください。

補問3－1　どのような傷病（病気やけが）で通っていますか。あてはまるすべての傷病名の番号に○をつけ

　　　　　てください。その中で最も気になる傷病名の番号を番号記入欄に記入してください。

31 腎臓の病気

32 前立腺肥大症

33 閉経期又は閉経後障害（更年期障害等）

尿
路
性
器
系

1 男 1 明治 3 昭和

2 女 2 大正 4 平成
月生年

質問1　あなたの性・出生年月を記入してください。性・元号は、あてはまる番号

　　 １つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。

性 出　生　年　月

明治

大正

昭和

平成

3
月

1

2

男

女 4

1
年

2

補問3－1　それは、どのような症状ですか。あてはまるすべての症状名の番号に

　　　　○をつけてください。その中で最も気になる症状名の番号を番号記入欄

　　　　に記入してください。
36尿が出にくい・
排尿時痛い

37頻尿(尿の出る回数が多い)
38尿失禁(尿がもれる)
39月経不順・月経痛

尿
路
生
殖
器
系

補問4－1　どのような傷病（病気やけが）で通っていますか。あてはまるすべて

　　 　　の傷病名の番号に○をつけてください。その中で最も気になる傷病名の

　 　　　番号を番号記入欄に記入してください。

31腎臓の病気
32前立腺肥大症
33閉経期又は閉経後障害
（更年期障害等）

尿
路
生
殖
器
系

質問 4へ 

質問 1 あなたは病院や診療
しんりょう

所に入院、又
また

は、介護
か い ご

保険施設
し せ つ

に入所中ですか。 

 

                     ＊ 介護
かい ご

保険施設
しせ つ

とは、介護
か い ご

療養
りょうよう

型医療
い りょ う

施設
し せ つ

、介護
かい ご

老人保健施設
しせ つ

及
およ

び介護
かいご

老人

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

をいいます。 
 

1 は い 
2 いいえ 

質問2　あなたは現在、病院や診療所に入院中、又は、介護保険施設に入所中ですか。

1 は　い 質問5へ ※　介護保険施設とは、介護療養型医療施設、

2 いいえ 　介護老人保健施設及び介護老人福祉施設をいいます。
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平成２２年国民生活基礎調査（健康票）　新旧対照表（案）

平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

（変更）
・

・

（変更）

・

病気の予防のために支
払った費用の全体を把握
するため、支払い先に医
療機関以外も含めること
とした。

病気の予防のために支
払った費用の範囲を明確
にするため、記載する対
象を人間ドック、健診、
保健指導、予防接種のみ
とした。

回答肢を記入者がよりわ
かりやすく変更した。

質問4　あなたは、５月中に病気やけが等で支払った費用（介護保険の利用者負担は含まれません。）はありま

　　 したか。支払った費用があった場合は、千円未満を四捨五入して記入してください。

    （例：支払った費用が、1～499円の場合は「０千円」、500～1499円の場合は「１千円」になります。）

病気やけがで支払った費用 1 あり

(例：病院、診療所、保険薬局などで支払った費用、市販の薬や包帯) 2 なし

病気の予防等で医療機関に支払った費用 1 あり

(例：人間ドックや健診の受診、予防接種のために支払った費用) 2 なし

注：1）正常な妊娠・分娩のために支払った費用は含みません。

　　2）お子さま方たちの費用を、保護者の方などが支払われた場合には、お子さま方たちの調査票にその費用を計上してください。

万 千円

万 千円

補問11－1　どのような機会に健診等を受けましたか。あてはまるすべての番号に○をつけてください。

　　　　　 また、直近の健診の番号についても番号記入欄に記入してください。

1 市区町村で行う健診（医療機関で行う場合も含む）

2 職場における健診

3 学校における健診

4 人間ドック（市区町村や職場など上記1～3以外の健診で行うもの）

5 その他

直近の健診 番

質問5　あなたは、５月中に病気やけが、予防で支払った費用(介護保険の利用者負担

　　 は含まれません。）はありましたか。支払った費用があった場合は、千円未満

　　 を四捨五入して右づめで記入してください。

(例：支払った費用が、1～499円の場合は「０千円」、500～1499円の場合は「１千円」になります｡)

病気やけがで支払った費用 1 あ　る

例：病院、診療所、保険薬局などで支払っ 2 な　い
　　た費用、市販の薬や包帯

病気の予防で医療機関等に支払った費用 1 あ　る

人間ドックや健診の受診、保健指導、予防 2 な　い
接種のために支払った費用

注：1）正常な妊娠・分娩のために支払った費用は含みません。

　　2）お子さま方たちの費用を、保護者の方などが支払われた場合には、お子さま方たちの
　　　 調査票にその費用を計上してください。

万 千円

万 千円

補問12－1　どのような機会に健診等を受けましたか。あてはまるすべての番号

　　　　 に○をつけてください。また、その中で最後に受けた健診等の番号に

　　　　 ついても番号記入欄に記入してください。

※　1～3の各機関が指示する医療機関で受けた場合は、それぞれの機関の番号に○を
　つけてください。

1 市区町村が実施した健診
2 勤め先、又は健康保険組合等が実施した健診

3 学校が実施した健診

4 人間ドック（上記1～3以外の健診で行うもの）

5 その他

最後に受けた健診等 番
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平成２２年国民生活基礎調査（健康票）　新旧対照表（案）

平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

（変更）
・保健指導への参加状況及
び健康管理の意識への影
響を把握し、健康増進施
策立案の資料とするため
設問を追加・変更した。

補問11－2　健診等の結果、何らかの指摘を受けましたか。（健診結果にあわせて書面に記載されている

　　　　　場合を含む。）

最終的に、医療機関を受診するように勧められましたか。（検査目的の受診を除く。）

1 は　い 2 いいえ

その後、医療機関に行きましたか。

1 は　い 2 いいえ

再検査を受けてください。医療機関を受診してください。　など

健診結果の記載例
1 は　い 2 いいえ

血圧が高めなので塩分の摂取を控えましょう。

補問11－3　健診等を受診したことをきっかけに、自分の健康管理に注意を払うようになりましたか。

1 は　い 2 いいえ 3 どちらともいえない

補問12－2　健診等の結果、何らかの指摘を受けましたか。（健診等の結果にあわ

　　　　　せて書面に記載されている場合を含む。）

1 は　い 2 いいえ

質問13へ

補問12-3　健診等の結果が出た後、生活習慣の改善に関して専門家（医

　　　　師、保健師、又は管理栄養士等）のアドバイス（保健指導）を

　　　　受けるように勧められましたか。

1 は　い 2 いいえ

　    　 その後、保健指導を受けましたか。

1 は　い 2 いいえ

 　　　　補問12-4 健診等や保健指導を受けたことをきっかけに、自分の健康

　　　　          管理に注意を払うようになりましたか。

1 は　い 2 いいえ 3 どちらともいえない

補問12-5　最終的に、医療機関を受診するように勧められましたか。

1 は　い 2 いいえ （再検査・精密検査目的の受診を除く。）

その後、医療機関を受診しましたか。 1 は　い 2 いいえ

＜健診結果の記載例＞
　血圧が高めなので塩分の摂取を控えましょう。
　再検査を受けてください。
　医療機関を受診してください。　など
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平成２２年国民生活基礎調査（健康票）　新旧対照表（案）

平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

（変更）
・

・市町村においては子宮が
ん検診、乳がん検診は２
年に１回行うこととされ
ているのにあわせ、過去
２年間の受診状況を把握
するよう変更した。

選択肢に記載している各
がん検診の例示を、記入
者にわかりやすくすると
ともに、PET等の新たな
検診の受診状況を把握す
るため、選択肢の内容を
変更した。

質問12　あなたは過去１年間に、がん検診を受けましたか。あてはまるすべての番号に○をつけてください。

　　　＊　これらのがん検診については、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中で受診したものも含みます。

1 胃がん検診(ﾊﾞﾘｳﾑによるﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影や内視鏡による撮影など) 4 乳がん検診

2 肺がん検診(胸の単純X線撮影(結核検診と同一)や喀痰検査など) 5 大腸がん検診(便潜血反応検査(検便)など)

3 子宮がん検診 6 1～5は受けていない

※　質問13、補問13－1のがん検診については、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中
　で受診したものも含みます。

質問13　あなたは過去１年間に、下記のがん検診を受けましたか。あてはまるすべて

　　　の番号に○をつけてください。

1 胃がん検診
（バリウムによるレントゲン撮影や内視鏡(胃カメラ、ﾌｧｲﾊﾞｰｽｺｰﾌﾟ)による撮影など）

2 肺がん検診（胸のレントゲン撮影や喀痰（かくたん）検査など）
3 子宮がん検診（子宮の細胞診検査など）

4 乳がん検診（マンモグラフィ撮影や乳房超音波エコー検査など）
5 大腸がん検診（便潜血反応検査（検便）など）

6 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7 受けていない

【補問13－1は女性の方のみお答えください。】

補問13－1　あなたは過去２年間に、下記のがん検診を受けましたか。あてはまる
　　　　　すべての番号に○をつけてください。

1 子宮がん検診（子宮の細胞診検査など）
2 乳がん検診（マンモグラフィ撮影や乳房超音波エコー検査など）

3 1～2は受けていない
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

（変更）

（質問１）

　選択する番号は１つであること
がわかりやすいように設問を変更
する。

（変更）

（質問２）

　選択する番号は１つであること
がわかりやすいように設問を変更
する。

　年月の記入箇所がわかりやす
いように枠を設ける。

（変更）

（質問３）

平成２２年国民生活基礎調査（介護票）　新旧対照表（案）

　選択する番号は１つであること
がわかりやすいように設問を変更
する。

　平成１８年４月の介護保険法の
改正に伴い変更になった要介護
度の区分について、「経過的要
介護」の該当者が存在する期間
が経過したため、「現在」の選択
肢のうち「1 経過的要介護」、「１
年前」の選択肢のうち「01 経過
的要介護（要支援）」の選択肢を
削除する。

質問3　調査日現在の要介護度の状況と１年前の要介護度の状況をお答えください。
 　　　あてはまる番号に○をつけてください。

        ＊　介護保険被保険者証等を参考に記入してください。

現在（平成19年６月）

 1 経過的要介護    2 要支援１    3 要支援２    4 要介護１    5 要介護２    6 要介護３    7 要介護４    8 要介護５

１年前（平成18年６月）

 01 経過的要介護（要支援）   02 要支援１   03 要支援２   04 要介護１   05 要介護２   06 要介護３   07 要介護４

 08 要介護５     09 自立と認定された     10 認定を申請中であった     11 認定を申請していなかった

質問1　この調査票に回答する方はどなたですか。
　　　 あてはまる番号に○をつけてください。　

1 介護が必要な者（本人）

2 主に介護をしている者

その他の者（１、２以外）

3 配偶者 4 子 5 子の配偶者

6 父母 7 その他

質問2　介護が必要な方の性と出生年月をお答えください。
　　　 あてはまる番号に○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。

1 男 2 女 1 明治 2 大正 3 昭和 年 月

（１）性 （２）　　出　　生　　年　　月　　　　　　　

質問1　この調査票に回答する方はどなたですか。　　

　あてはまる番号１つに○をつけてください。

1 介護が必要な者（本人）

2 主に介護をしている者

その他の者（1，2以外）
3 配偶者 4 子 5 子の配偶者

6 父母 7 その他

質問2　介護が必要な方の性と出生年月をお答えください。

　あてはまる番号１つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。

（1）性 （2）出 生 年 月

1 男 2 女 1 明治 2 大正 3 昭和 年 月

質問3　調査日現在の要介護度の状況と１年前の要介護度の状況をお答えください。

　あてはまる番号１つに○をつけてください。

        ※　介護保険被保険者証等を参考に記入してください。

　現　在（平成22年６月）

1  要支援１ 2  要支援２ 3 要介護１ 4 要介護２ 5 要介護３ 6 要介護４ 7  要介護５

　１年前（平成21年６月）

01  要支援１ 02  要支援２ 03 要介護１ 04 要介護２ 05 要介護３ 06 要介護４ 07  要介護５

08  自立と認定された 09 認定を申請中であった 10 認定を申請していなかった
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（介護票）　新旧対照表（案）

（変更）

（質問4）

　複数回答で番号に○をつけた
中で主なもの１つを選ぶ旨がわ
かりやすいように説明を加え、矢
印で誘導する。

質問4　介護が必要となった原因は何ですか。

　　   あてはまる番号すべてに○をつけ、かつ、その中で主な原因である番号１つを主な原因欄に記入して

　　   ください。

01 脳血管疾患（脳卒中） … 脳出血、脳こうそく、くも膜下出血、その他の脳血管疾患及びその後遺症など

02 心疾患（心臓病） … … 狭心症、心筋こうそく、不整脈、心筋炎、その他の心臓疾患

03 悪性新生物（がん） … すべての部位のがん（白血病を含む）及び肉腫

04 呼吸器疾患 … … … … 肺気腫、肺炎、気管支炎、胸膜疾患など

05 関節疾患 … … … … 関節リウマチ、何らかの原因による関節炎、関節症、腰痛症

06 認知症 … … … … … 認知症（アルツハイマー病等）

07 パーキンソン病

08 糖尿病 … … … … … 糖尿病及び糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症などの合併症

09 視覚・聴覚障害 … … 緑内障、網膜はくり、難聴など

10 骨折・転倒 … … … … 屋内外を問わず、何らかの原因で骨折又は転倒したもの

11 脊髄損傷 … … … … 外傷に伴って脊髄の挫傷、断裂、血行障害により脊髄の機能が傷害されたもの

12 高齢による衰弱 … … 特にこれといった病気と診断されてないものの、老いて体の機能が衰弱したもの

13 その他 … … … … … 具体的に記入してください（　　　         　　　　　　　　　　　　　　　）

14 わからない

主　な　原　因 番

質問4　介護が必要となった原因は何ですか。

　あてはまるすべての番号に○をつけ、かつ、その中で主な原因である番号１つを主な原因欄に記入して

ください。

01 脳血管疾患（脳卒中）…

02 心疾患（心臓病）… … 狭心症、心筋こうそく、不整脈、心筋炎、その他の心臓疾患

03 悪性新生物（がん） … すべての部位のがん（白血病を含む）及び肉腫

04 … … … 肺気腫、肺炎、気管支炎、胸膜疾患など

05 … … … 関節リウマチ、何らかの原因による関節炎、関節症、腰痛症

06 … … … 認知症（アルツハイマー病等）

07 パーキンソン病

08 … … … 糖尿病及び糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症などの合併症

09 視覚・聴覚障害 … … 緑内障、網膜はくり、難聴など

10 … … … 屋内外を問わず、何らかの原因で骨折又は転倒したもの

11 … … …

12 高齢による衰弱 … …

13 … … … 具体的に記入してください

14

番

そ の 他

わ か ら な い

糖 尿 病

特にこれといった病気と診断されてないものの、老いて体の機能が衰弱したもの

○をつけた中で主なもの１つ
 主な原因

呼 吸 器 疾 患

脳出血、脳こうそく、くも膜下出血、その他の脳血管疾患及びその後遺症など

骨 折 ・ 転 倒

脊 髄 損 傷 外傷に伴って脊髄の挫傷、断裂、血行障害により脊髄の機能が傷害されたもの

関 節 疾 患

認 知 症
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（介護票）　新旧対照表（案）

（変更）

（質問５）

　選択肢の名称がわかりやすい
ように内容は（　）でくくり、「4 小
規模多機能型居宅介護」の内容
を「小規模多機能型居宅介護、
介護予防小規模多機能型居宅
介護」と明記する。

　１日に複数回サービスを受けた
場合の日数の計算方法を明記
する。

質問5　５月中に利用した居宅サービスについて、利用したサービスの番号すべてに○をつけ、利用した

　　 日数又は食数を記入してください。

サービスの種類

（1～4は介護保険制度による居宅サービスをいいます。）

1 訪問系のサービス 日 日

2 通所系のサービス 日 日

3 短期入所サービス 日 日

4 小規模多機能型居宅介護 日 日

5 配食サービス
食 食

6 外出支援サービス
日 日

7 寝具類等洗濯乾燥消毒サービス
日 日

介護保険、市
町村事業等

全額
自己負担

５月中のサービス利用日数

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、
介護予防訪問介護、介護予防訪問入浴介護、介護予防訪問看護、
介護予防訪問リハビリテーション、夜間対応型訪問介護

通所介護、通所リハビリテーション、介護予防通所介護、介護
予防通所リハビリテーション、認知症対応型通所介護、介護予
防認知症対応型通所介護

短期入所生活介護、短期入所療養介護、介護予防短期入所生活
介護、介護予防短期入所療養介護

質問5　５月中に利用した居宅サービスについて、利用したサービスのすべての番号に○をつけ、利用した

日数又は食数を記入してください。

※　配食サービスを１日に複数回受けた場合は食数を合計してください。訪問系サービスなどで

　１日に複数回受けた場合は回数に関わらず１日として計算してください。

（1～4は介護保険制度によるサービスをいいます。）

1

日 日

2

日 日

3

日 日

4 小規模多機能型居宅介護

日 日

5
食 食

6
日 日

7 寝具類等洗濯乾燥消毒サービス
日 日

通 所 系 サ ー ビ ス

配 食 サ ー ビ ス

外出支援サービス

小規模多機能型居宅介護、介護予防小規模多機能型居宅介護

介護保険、市
町村事業等

全額
自己負担

５月中のサービス利用日数サービスの種類

訪 問 系 サ ー ビ ス

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテー
ション、介護予防訪問介護、介護予防訪問入浴介護、介護
予防訪問看護、介護予防訪問リハビリテーション、夜間対
応型訪問介護

通所介護、通所リハビリテーション、介護予防通所介護、
介護予防通所リハビリテーション、認知症対応型通所介
護、介護予防認知症対応型通所介護

短期入所サービス

短期入所生活介護、短期入所療養介護、介護予防短期入所
生活介護、介護予防短期入所療養介護
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（介護票）　新旧対照表（案）

（変更）

（質問６）

　記入者がわかりやすいように設
問を変更し、選択肢が見やすい
ように罫線を削除する。

質問6　介護保険によるサービスを受けていない理由は何ですか。

　　　 あてはまる番号すべてに○をつけてください。

1 家族介護でなんとかやっていける

2 介護が必要な者（本人）でなんとかやっていける

3 他人を家に入れたくない

4 外出するのが大変

5 どのようなサービスがあるかわからない

6 サービスを受ける手続きがわからない

7 利用者負担が払えない

8 受けたいサービスがない

9 その他　　具体的に記入してください（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問6　介護保険によるサービスを受けていない理由は何ですか。

　あてはまるすべての番号に○をつけてください。

1 家族介護でなんとかやっていける

2 介護が必要な者（本人）でなんとかやっていける

3 他人を家に入れたくない

4 外出するのが大変

5 どのようなサービスがあるかわからない

6 サービスを受ける手続きがわからない

7 利用者負担が払えない

8 受けたいサービスがない

9 その他　　具体的に記入してください

介－4



平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（介護票）　新旧対照表（案）

（変更）

（質問７）

記入者がわかりやすいように　「5
その他」の場合の説明を変更す
る。

（変更）

（質問８（１））

　記入者がわかりやすいように設
問を変更し、記入箇所がわかり
やすいように枠を設ける。

（変更）

（質問８（２））

　記入者がわかりやすいように設
問を変更する。

　世帯票にあわせて「別居してい
る」の場合は「同居していない」に
変更し、記入漏れのないように居
住場所の位置を変えて誘導す
る。

質問8　その他の介護者（主に介護をしている方以外で介護をしている方）がいる場合、その状況をお答えください。

     ただし、事業者（ホームヘルパー等）は除きます。

（１）人数 その他の介護者　　　　　　　人

質問7　主に介護をしている方の１日の平均的な介護時間はどのくらいですか。

       あてはまる番号に○をつけてください。

  　　　＊　介護時間の程度が毎日でなく、数日に１度の場合は「5 その他」に○をつけてください。

   1  ほとんど終日      2  半日程度      3  ２～３時間程度      4  必要なときに手をかす程度      5  その他

このうち介護をしている時間が最も長い方の状況を記入してください。

（２）同別居 1 同居している者 別居している場合は居住場所をお答えください

2 同一家屋・敷地 3 同一市区町村

4 その他の地域

このうち介護をしている時間が最も長い方について、以下の(2)～(6)にお答えください。

それぞれあてはまる番号１つに○をつけてください。

1 同居している

2 同一家屋・敷地

同居していない 3 同一市区町村

4 その他の地域

（2）同別居の
　　 状況 　居住場所をお答えください。

質問8　その他の介護者（主に介護をしている方以外で介護をしている方）がいる場合は人数を記入し、その状況を

お答えください。

　ただし、事業者（ホームヘルパー等）は除きます。

（1）人　数 その他の介護者
人

質問7　主に介護をしている方の１日の平均的な介護時間はどのくらいですか。

　あてはまる番号１つに○をつけてください。

  　　　※　介護の頻度が毎日でなく、数日に１度の場合は「5 その他」に○をつけてください。

1 ほとんど終日 2 半日程度 3 ２～３時間程度 4 必要なときに手をかす程度 5 その他
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（介護票）　新旧対照表（案）

（変更）

（質問８（５））

　誰からみた続柄であるかわかり
やすいように項目名を変更する。

（変更）

（質問９）

　記入者がわかりやすいように設
問を変更する。

　選択肢「03」の名称を、わかりや
すいように「身体の清拭（体をふ
く）」に変更する。

1  配偶者 2  子 3  子の配偶者 4  父母 5  その他の親族 6  その他
（５）介護が必要
　な方(本人)から
　みた続柄

1  配偶者 2  子 3  子の配偶者 4  父母 5  その他の親族 6  その他
（５）要介護者
 　 との続柄

質問9 次のような介護を、どなたがしていますか。
　　　 あてはまる欄すべてに○をつけてください。

        ＊　その介護について「事業者（ホームヘルパー等）」「主に介護する者」「その他の者」の複数から受けている
 　       　場合は、あてはまる欄すべてに○をつけてください。

介護内容 介護内容

01 洗顔 09 食事の準備・後始末（調理を含む）

02 口腔清掃（はみがき等） 10 食事介助

03 身体の清拭（体を拭う） 11 服薬の手助け

04 洗髪 12 散歩

05 着替 13 掃除

06 入浴介助 14 洗濯

07 体位交換・起居(寝返りや体を起こす等) 15 買い物

08 排泄介助 16 話し相手

1

1

1

2

事業者
(ホームヘル

パー等)

による介護

1

1

1

事業者
(ホームヘル

パー等)

による介護

1

1

1

家族等による
介護

2 3

2 3

2 3

1

1

2

1

1

1

3

2 3

31

1

主に介護
する者

3

2 3

その他
の者

2

2 3

3

2 3

32

3

2 3

家族等による
介護

2 3

2 3

2

その他
の者

2

主に介護
する者

質問9　次のような介護を受けていますか。また、どなたから受けていますか。

　受けている介護内容のすべての番号に○をつけ、それぞれの介護についてどなたから受けているかあてはまる

すべての番号に○をつけてください。

01 洗顔 1 2 3

02 1 2 3 10 食事介助 1 2 3

03 1 2 3 11 服薬の手助け 1 2 3

04 洗髪 1 2 3 12 散歩 1 2 3

05 着替 1 2 3 13 掃除 1 2 3

06 入浴介助 1 2 3 14 洗濯 1 2 3

15 買い物 1 2 3

08 排泄介助 1 2 3 16 話し相手 1 2 3

3

09
食事の準備・後始末
 （調理を含む）

07
体位交換・起居
　(寝返りや体を起こす等)

2 31

事業者
(ホームヘ
ルパー等)
による介護

2

口腔清掃（はみがき等）

身体の清拭（体をふく）

1

主に介護
する者

その他の者

介護内容

家族等による
介護

介護内容

事業者
(ホームヘ
ルパー等)
による介護

主に介護
する者

その他の者

家族等による
介護
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平成２２年（案） 平成１９年 変更理由

平成２２年国民生活基礎調査（介護票）　新旧対照表（案）

（変更）

（質問１０）

　記入する金額が桁ずれしない
よう右づめすることを設問に加
え、記入する枠に単位を記載す
る。

（変更）

（質問１１）

　21年４月からの第４期介護保険
事業計画による、介護保険料の
所得段階区分の変更に伴い本
項目を変更する。

（変更）

（質問１２）

　記入者がわかりやすいように設
問を変更する。

質問10　５月中に事業者に支払った居宅サービスの自己負担額を記入してください。

＊ 質問5で回答した居宅サービスの費用についてお答えください。

円 ＊ 保管しているサービスの領収証（書）を参考に記入してください。

質問11 介護が必要な方が65歳以上の場合、介護保険料所得段階をお答えください。

         ＊　介護保険料額決定通知書に記載されている所得段階区分と同じ番号に○をつけてください。

1 第１段階 2 第２段階 3 第３段階 4 第４段階 5 第５段階 6 第６段階以上

質問12　５月中の介護費用についてお答えください。
       あてはまる番号すべてに○をつけてください。

 1  介護が必要な者（あるいは配偶者）の収入を充てた。

　(　1　年金・恩給　　2　年金・恩給以外の収入　）

 2　介護が必要な者（あるいは配偶者）の貯蓄を充てた。

 3　介護が必要な者（あるいは配偶者）以外の者の収入・貯蓄を充てた。

質問10 　５月中に事業者に支払った居宅サービスの自己負担額を右づめで記入してください。

 ※　質問5で回答した居宅サービスの費用についてお答えください。

 ※　保管しているサービスの領収証(書)を参考に記入してください。

万 円
千 百 十 一十 一

質問12 　５月中の介護費用についてお答えください。

　あてはまるすべての番号に○をつけてください。

1 介護が必要な者（あるいは配偶者）の収入を充てた。

1 年金・恩給 2 年金・恩給以外の収入

2 介護が必要な者（あるいは配偶者）の貯蓄を充てた。

3 介護が必要な者（あるいは配偶者）以外の者の収入・貯蓄を充てた。

質問11 　介護が必要な方が65歳以上の場合、介護保険料所得段階をお答えください。

　※　介護保険料額決定通知書に記載されている所得段階区分と同じ段階に○をつけてください。

　※　ただし、第１段階～第３段階以外の方については、4 か 5 のうち、あてはまる番号に○をつけてください。

1 第１段階（生活保護受給者、又は老齢福祉年金受給者であって世帯の全員が市町村民税非課税）

2 第２段階（介護が必要な者の昨年１年間の公的年金等収入金額と合計所得金額の合計が80万円以下
 であって世帯の全員が市町村民税非課税）

3 第３段階（世帯の全員が市町村民税非課税であって、上記1,2以外）

4 介護が必要な者は市町村民税が非課税であって、世帯に課税されている者がいる

5 介護が必要な者は市町村民税を課税されている
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平成22年国民生活基礎調査（所得票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（削除） 世帯区分
　世帯票から代替可能であり、
記入者負担軽減から削除する。

（変更）

（質問１）

（１）
（２） 　調査方法を他計方式から自

計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更）

（質問２）

（３）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （４）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

所－1



平成22年国民生活基礎調査（所得票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（変更） （５）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （６）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （７）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （８）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （９）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

所－2



平成22年国民生活基礎調査（所得票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（新規）
　子育て支援対策等の基礎資
料とするため追加した。

（変更） （１０）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （１１）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （１２）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更） （１３）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

所－3



平成22年国民生活基礎調査（所得票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（変更）

（質問３）

（１４）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更）

（質問４）

（１５）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

　「所得割」「均等割のみ」は、
記入者負担軽減の観点から削
除する。

所－4



平成22年国民生活基礎調査（所得票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（変更）
（質問５）

（１６）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。
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平成22年国民生活基礎調査（所得票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（変更）

（質問６）

（１７）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

（変更）

（質問７）

（１８）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。

所－6



平成22年国民生活基礎調査（所得票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（変更）

（質問８）

（１９）
　調査方法を他計方式から自
計方式へ変更することに伴い、
本項目を変更する。
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平成22年国民生活基礎調査（貯蓄票）　新旧対照表（案）

平成22年（案） 平成19年 変更理由

（変更）

（質問１）

（質問１）
　郵政民営化により変更する。
(1)ゆうちょ銀行の発足に伴い、
「郵便局」から「ゆうちょ銀行」に
変更する。
(2)かんぽ生命の発足に伴い、
「（郵便局の保険商品・年金型
商品）」を削除する。

　記入者がわかりやすいような
表示に変更する。（設問に貯蓄
がある場合の指示、有価証券の
時価と額面について整理、合計
貯蓄現在高記入欄の単位）

（変更）

（質問２）

（質問２）
　記入者がわかりやすいような
表示に変更する。（設問に貯蓄
が減少した場合の指示、減少
額記入欄の単位）

（変更）

（質問３）

（質問３）
　質問１、２のレイアウト（金額が
右側）にあわせ変更する。

　記入者がわかりやすいような
表示に変更する。（設問に借入
金がある場合の指示、合計借
入金残高記入欄の単位）
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